
 

                                                                            

  

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

                         １ 
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発行日 令和２年２月 

 

令
和
元
年
度
の
防
災
拠
点
訓
練
、

日
吉
台
小
学
校
で
は
十
月
二
十
七
日

（
日
）
に
行
わ
れ
、
約
百
八
十
名
の

参
加
を
得
た
。
参
加
者
は
受
付
で
避

難
者
名
簿
に
記
入
し
開
会
式
の
列
に

並
ん
だ
。
今
回
は
初
め
て
の
試
み
で

参
加
者
を
四
組
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ

が
一
つ
の
体
験
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
校
庭
で
は
、
簡
易
ト
イ
レ
の
組

み
立
て
及
び
解
体
・
心
肺
蘇
生
訓

練
・
非
常
用
水
の
取
り
扱
い
、
体
育

館
で
は
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て

が
、
又
家
庭
防
災
員
に
よ
る
炊
き
出 

し
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
心
肺
蘇
生
体

験
は
港
北
区
日
吉
出
張
所
長
と
女
性

消
防
団
員
の
指
導
で
行
わ
れ
た
。
非

常
用
飲
料
水
は
、
水
道
局
職
員
の
指

導
で
行
わ
れ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
開
け

方
、
パ
イ
プ
の
繋
げ
方
や
バ
ル
ブ
の

開
閉
な
ど
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。 

 

矢
上
小
学
校
で
は
、
十
一
月
三
日

に
日
吉
宮
前
自
治
会
と
日
吉
町
の
合

同
で
、
約
三
百
人
が
参
加
し
て
行
な

わ
れ
た
。
参
加
者
は
受
付
を
通
り
初 

め
に
全
員
が
煙
体
験
を
し
て
開
会
式

の
為
、
地
区
ご
と
に
整
列
、
宮
前
自

治
会
の
足
立
会
長
の
挨
拶
の
後
、
地

区
ご
と
に
、
心
肺
蘇
生
訓
練
、
起
震 

日吉町自治会ホームページ 

http://www.hiyoshicyou.net/ 

日吉町自治会 ⇒ 検索 

大
地
震
に
備
え
て
防
災
拠
点
訓
練
を
実
施 

於
：
日
吉
台
小
学
校
・
矢
上
小
学
校 

防
災
拠
点
訓
練
を
実
施 

 

心肺蘇生訓練の様子 

ト
イ
レ
の
組
み
立
て
訓
練 

 

 
先ずは煙体験 

 
起震車による地震体験 

車
に
よ
る
震
災
体
験
、
初
期
消
火
訓

練
、
非
常
給
水
訓
練
、
体
育
館
で
の

避
難
訓
練
を
行
っ
た
。
最
後
は
消
防

団
に
よ
る
放
水
訓
練
に
て
防
災
拠
点

訓
練
の
幕
を
閉
じ
た
。 

 
水消火器による初期消火訓練 
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日
吉
神
社
の
祭
礼
は
伊
勢
神
宮
の

御
祭
神
「
天
照
坐
皇
大
御
神
」
を
勧

請
奉
斎
し
、
八
月
二
十
八
日
に
遷
座

祭
を
執
行
。
以
来
こ
の
日
を
例
大
祭

日
と
定
め
て
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
前
日
に
宵
宮
祭
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
土
日
に
行
っ
た

ほ
う
が
賑
わ
う
と
し
て
、
直
前
の
土

曜
日
に
「
宵
宮
祭
」
と
し
て
奉
納
輪

踊
り
を
、
翌
日
曜
日
に
は
賑
神
行
事

と
し
て
、
午
後
四
時
か
ら
神
輿
・
山

車
の
渡
御
、
夜
に
は
素
人
演
芸
大
会

を
行
っ
て
い
ま
す
、
こ
の
演
芸
大
会 

e
 

は
、
町
内
の
方
々
が
歌
や
踊
り
な
ど

を
披
露
し
ま
す
の
で
、
大
い
に
も
り

あ
が
り
ま
す
。
ま
た
両
日
共
に
夜
に

は
、
婦
人
会
や
子
供
会
が
行
う
夜
店

で
境
内
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
。
例

大
祭
は
神
社
本
庁
よ
り
特
使
を
招
き

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
る
。
令
和
元
年

度
の
例
大
祭
は
残
念
な
が
ら
雨
の
為

胆
略
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

一
度
ご
覧
に
な
ら
れ
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。 

体
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
祈
り
を

捧
げ
、
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
い
て

日
吉
神
社
筆
頭
総
代
、
ご
遺
族
、
神

社
役
員
、
各
種
団
体
の
順
で
玉
串
を

奉
奠
し
、
慰
霊
碑
保
存
委
員
の
意
思

を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
誓
い
、
慰
霊
祭

を
終
了
し
ま
し
た
。 

日
吉
神
社
例
大
祭  

神輿を担ぐ子供たち、前方には囃子車 

第
四
十
回 

戦
没
者
慰
霊
祭 

日
吉
神
社
境
内
に
あ
る
戦
没
者
慰
霊

碑
は
、
日
吉
神
社
の
社
頭
よ
り
武
運

長
久
を
願
い
出
兵
さ
れ
、
戦
陣
に
散

っ
た
尊
き
三
十
八
柱
の
霊
安
か
ら
ん

事
と
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
と

を
願
い
、
故
板
垣
大
助
氏
を
筆
頭
に

十
五
人
の
委
員
に
よ
り
建
立
さ
れ

た
。
以
来
、
毎
年
慰
霊
碑
保
存
委
員

会
の
主
宰
に
よ
り
戦
没
者
慰
霊
祭
が

三
十
九
回
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
委
員
全
員
が
逝
去
さ
れ
、
慰
霊

祭
を
日
吉
神
社
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と

な
り
、
第
四
十
回
戦
没
者
慰
霊
祭
が

十
月
十
九
日(

土)

に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
遺
族
、
神
社
役
員
、
各
種
団 

 

花に飾られた慰霊碑の祭壇 

日
吉
神
社
餅
つ
き
大
会 

 
年
末
の
恒
例
行
事
、
日
吉
神
社
の

餅
つ
き
大
会
は
十
二
月
八
日(

日)

に
開

催
さ
れ
た
。
六
日
に
米
と
ぎ
他
準
備

万
端
整
え
て
当
日
、
八
時
三
十
分
に

集
合
し
神
社
宮
司
に
よ
る
お
祓
い
後

に
蒸
し
器
に
火
を
入
れ
、
九
時
か
ら

伸
し
餅
を
付
き
始
め
た
。
十
時
半
か 

ら
は
参
詣
者
に
振
舞
う
餅
を
つ
き
始

め
、
あ
ん
こ
ろ
餅
、
お
ろ
し
餅
、
き

な
粉
餅
を
配
る
。
列
は
徐
々
に
長
く

な
り
、
境
内
は
賑
わ
っ
た
。 

神
社
役
員
に
よ
る
餅
つ
き 

 

境
内
は
長
蛇
の
列
で
大
賑
わ
い 
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松
の
川
の
夢
と
実
現 

 

下
田
町
も
急
激
な
人
口
増
加
に
よ

っ
て
、
よ
り
都
会
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
家
の
中
で
孤
独
を
味
わ
っ
て

い
る
高
齢
者
の
方
や
、
車
に
ぶ
つ
か

り
そ
う
に
な
っ
て
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
に

の
た
め
に
一
生
懸
命
歩
こ
う
と
し
て

い
る
障
害
を
持
っ
た
方
も
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
又
、

体
力
低
下
が
気
に
か
か
る
主
婦
、
休

日
く
ら
い
は
子
供
と
ゆ
っ
た
り
散
歩

し
た
い
と
思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
下
田
町
の
中
心
道
路
は

大
型
バ
ス
が
通
っ
て
い
る
わ
り
に
は 

狭
く
、
ま
た
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
交
通
事
故
も
あ
と
を

絶
た
ず
安
心
し
て
歩
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
公
団
の
高
層
化
に
伴
い
、
人
口

増
加
、
車
両
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
現

在
、
市
が
進
め
て
い
る
下
田
町
松
の

川
埋
め
立
て
に
よ
る
遊
歩
道
緑
道
計

画
は
、
一
本
の
日
吉
ま
で
つ
な
が
る

長
い
道
と
な
り
、
私
た
ち
全
て
が
願

っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
切
な
宝

物
と
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
の

計
画
も
、
も
し
住
民
の
方
々
の
理
解

と
協
力
な
く
し
て
、
こ
ま
ぎ
れ
の
道

に
な
っ
た
り
、
下
水
道
管
の
露
出
が 

あ
っ
た
り
、
緑
や
花
が
少
な
か
っ
た

り
し
た
ら
、
あ
と
あ
と
ま
で
悔
い
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
横
浜
市
に

し
っ
か
り
と
し
た
予
算
を
組
ん
で
も

ら
い
、
美
し
い
安
全
な
遊
歩
道
早
期

実
現
の
た
め
、
皆
様
ど
う
ぞ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

千
九
百
九
十
一
年
五
月 

 

遊
歩
道
の
会 

 

松
の
川
遊
歩
道
（
緑
道
）
の
会 

【
会
の
発
足
の
経
緯
】 

か
つ
て
「
松
の
川
」
は
自
然
の
豊

か
な
美
し
い
川
で
し
た
。
時
が
経

ち
、
川
は
汚
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
の
頃

「
松
の
川
」
で
遊
び
、
川
に
親
し
ん

で
き
た
人
達
で
、
寂
し
い
思
い
を
し

て
い
た
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
な
ん

と
か
し
た
い
と
、
千
九
百
八
十
三
年

に
有
志
が
、
市
立
下
田
小
学
校
の 

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
に
「
松
の
川
埋
め
立
て

跡
地
を
遊
歩
道
に
」
と
提
言
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
八
年
後
の
千

九
百
九
十
一
年
二
月
に
「
遊
歩
道
の

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
会
の
発
足

前
か
ら
「
日
吉
か
ら
高
田
町
に
か
け

た
、
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
安
心

し
て
歩
く
こ
と
が
出
来
る
一
本
の
長

い
遊
歩
道
を
早
期
に
実
現
さ
せ
よ

う
」
と
運
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ 

う
や
く
千
九
百
九
十
一
年
に
事
業
化

が
決
ま
り
ま
し
た
。
工
事
説
明
会
で

「
自
然
を
残
し
た
緑
道
」
を
要
望
し

た
と
こ
ろ
、
野
ボ
ケ
、
ク
ヌ
ギ
、
ウ

グ
イ
ス
カ
グ
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
ユ
キ

ノ
シ
タ
、
エ
ビ
ネ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

ヤ
ブ
ラ
ン
、
シ
ラ
ン
等
の
自
生
し
て

い
た
野
生
植
物
植
え
ら
れ
始
め
、
千

九
百
九
十
四
年
に
松
の
川
埋
め
立
て

跡
地
は
正
式
名
称
「
松
の
川
緑
道

（
二
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）」
に
な
り

ま
し
た
。
会
は
千
九
百
九
十
三
年
に

市
の
公
園
愛
護
会
に
入
会
し
、
会
の

名
称
を
「
松
の
川
遊
歩
道
（
緑
道
）

の
会
」
に
改
称
し
て
本
格
的
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
緑
道
の
利 

の
場
、
親
睦
の
場
、
そ
し
て
健
康
づ

く
り
の
場
と
し
て
貴
重
な
場
所
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

日
吉
の
癒
し
ス
ポ
ッ
ト 

第
三
回 

―
松
の
川
緑
道―

 

 
彫刻家 田辺光彰氏の作品 

爬虫類（ヤモリ）慶應ラグビー場脇 

用
者
、
会
へ
の
協
力
者
も
増
え
て
、

「
松
の
川
緑
道
」
は
み
ん
な
の
憩
い 

 
駒が橋跡地 

 
松の川緑道全体図 下田町東公園付近 

協
力 

松
の
川
遊
歩
道(

緑
道)

の
会 

 
 

 

代
表 

田
辺 

美
紗
代 

様 
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平
成
三
十
年
十
一
月
十
三
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
親
子
の
居
場
所
「
ひ
よ

っ
し
ぃ
」
は
早
く
も
一
年
を
過
ぎ
、

二
回
目
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
た
十

二
月
二
十
四
日(

火)

令
和
元
年
最
後

の
「
ひ
よ
っ
し
ぃ
」
は
大
勢
の
親
子

の
親
子
が
集
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が 

影
を
し
た
り
と
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。
撮
影
後
も
十
組
の
親
子
が
参

加
、
賑
わ
い
を
増
し
た
。 

操
、
ぬ
り
絵
、
座
談
会
、
各
種
体
験

と
様
々
だ
。
毎
年
七
月
は
「
な
か
よ

し
」
立
ち
上
げ
の
記
念
式
典
を
行

う
。
こ
の
事
業
の
会
長
で
あ
る
常
盤

会
自
治
会
会
長
を
は
じ
め
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
て
、
一
年
の
反
省
や
、

今
後
の
方
針
な
ど
を
語
り
合
う
。
ま

た
、
子
ど
も
会
も
参
加
し
て
、
食
事

を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

会
式
は
日
吉
台
中
学
校
の
体
育
館
で

行
わ
れ
、
式
典
の
後
の
選
手
宣
誓
に

よ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

親
子
の
居
場
所 

「
ひ
よ
っ
し
ぃ
」 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

 
大勢の親子で賑わう会場 

行
わ
れ
た
。
皆
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
歌
う
な
ど
、
会
場
は
盛
り
上
が

っ
た
と
こ
ろ
で
大
き
な
袋
を
肩
に
か

け
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
現
れ
て
子

供
た
ち
一
人
一
人
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
た
り
、
記
念
撮 

 
皆で記念撮影、この後も大勢が参加 

サ
ロ
ン
日
吉
「
な
か
よ
し
」 

 
 
 
 
  

 

七
周
年
記
念
式
典 

 

令
和
元
年
七
月
二
十
六
日(

金)

の

こ
の
日
、
サ
ロ
ン
日
吉
「
な
か
よ

し
」
は
七
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
サ

ロ
ン
は
、
毎
月
第
四
金
曜
日(

一
月
・

八
月
を
除
く
・
十
二
月
は
第
三
金
曜

日)

に
開
催
さ
れ
、
常
磐
会
自
治
会
・

日
吉
台
町
内
会
・
日
吉
町
自
治
会
及

び
関
係
団
体
が
交
代
で
企
画
、
実
行

す
る
。
内
容
は
、
講
演
会
、
健
康
体 

 
割りばし鉄砲を楽しむ子供たち 

日
吉
地
区
健
民
祭
開
催 

 

好
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
八
日(

日) 

日
吉
台
中
学
校
に
お
い
て
日
吉
地
区

の
自
治
会
町
内
会
や
日
吉
地
区
の
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
健
康
維
持
の
た
め

活
動
、
健
民
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
開 

 
体育館での選手宣誓 

編
集
後
記 

 
 

天
皇
陛
下
が
五
月
一
日
に
即
位

さ
れ
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に

改
ま
り
ま
し
た
。
今
号
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
全
て
の
行
事
も
令
和
の

元
号
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
二
年

五
月
に
は
自
治
会
役
員
が
任
期
満

了
を
迎
え
、
新
た
な
役
員
構
成
と

な
り
ま
す
が
引
き
続
き
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

消
防
団
員
緊
急
募
集 

最
近
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
報
道
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
、
関
東
で
も

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る

中
。
災
害
復
旧
・
火
災
対
応
等
の
公

助
活
動
を 

行
う
消
防
団
員
が
不
足

し
て
い
ま
す
。 

団
員
増
強
に
是
非

ご
協
力
下
さ
い
。 


